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　市では、市民の皆さんの「声」
を市政に反映させるため、市
政全般についての意見交換を
行う「市政懇談会」を開催しま
す。ぜひご参加ください。
▶開催日時・場所　
　 【長野】12月21日㈮午後6
時30分～ 8時・長野公民館

▶その他　
　 申し込みは不要です。直接
会場にお越しください。

▶問い合わせ　
　 広報広聴課広報広聴担当　
（内線318）

秋
の
叙
勲

　
こ
の
ほ
ど
、
秋
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
行
田
市
か
ら
は
赤
坂
修
氏
が
瑞
宝
双
光

章
、
中
村
雄
幸
氏
が
旭
日
単
光
章
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さ
れ
ま
し
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。
ま
た
、
危
険
業
務
従
事
者
と
し
て

神
保
優
氏
が
瑞
宝
双
光
章
に
、
須
藤
富
雄
氏
と
藤
原
春
雄
氏
が
瑞
宝
単
光
章
に
輝
き
ま
し
た
。

赤坂　修 氏
（71歳・真名板）
元日本郵政公社職員

瑞宝双光章

須藤　富雄 氏
（71歳・持田）
元県警部補

瑞宝単光章

中村　雄幸 氏
（79歳・斎条）

元行田市代表監査委員

旭日単光章

吉野 美の里 氏

藤原　春雄 氏
（71歳・持田）
元県警部補

瑞宝単光章

神保　優 氏
（71歳・棚田町）
元警視庁警部

瑞宝双光章

ご参加ください
「市政懇談会」
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平成31年消防出初式
　安心・安全な行田を担う消防職団員が一堂に会し、市民
の皆さんとともに一年の安全を願い、防火防災思想の普及
と消防職団員の結束を図ることを目的として行田市消防出
初式を実施します。
▶日時　平成31年1月12日㈯正午開始
▶場所・内容　
　【産業文化会館前・市役所玄関前】
　開会式、消防職団員による各種訓練
　【水城公園】
　消防車および防災ヘリコプターによる一斉放水
▶その他　
　・ 当日は消防車がサイレンを鳴らしながら走行しますの

で、火災と間違わないようご注意ください。
　・ 通行止め時間帯は、付近の公共施設の駐車場は利用で

きません。
　・ 午後2時ごろから3時ごろにかけて、水城公園で一斉

放水を行います。付近にお住まいの方は洗濯物などに
水がかからないようご注意ください。

▶問い合わせ　消防本部総務課☎550―2120

▶試験日・試験会場　
　平成31年1月13日㈰・行田市役所
▶ 申し込み　人事課で配布している受験案内・申込書に必要事項を記載し、必要書類を添付した上で、12月3
日㈪～ 25日㈫に持参(午前9時～午後5時)または郵送により提出してください(土・日曜日、祝日を除く)。
※郵送の場合は12月21日㈮の消印まで有効 【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸2－5 行田市人事課

▶ その他　受験案内申込書の請求と受験の申し込みは郵送でも可能です。その場合は、郵送する封筒に｢受験案
内請求(○○)｣または「受験申し込み(○○)」(○○には希望職種を記入)と記載の上､ 請求者(申込者)の住所
を明記した返信用封筒(角型2号、120円分の切手を貼付)を同封してください｡

▶問い合わせ　人事課人事給与担当(内線208)

～平成31年4月1日採用職員を募集します～

行田市職員採用試験(第2次募集)を実施します
募集職種 募集人数 応募要件（学歴、資格、年齢など）

一般事務職
(身体障がい者) 若干名

次の全ての要件に該当する方
・身体障害者手帳の交付を受けている方
・ 週5日間、週38時間45分の職務の遂行が可
能な方

・ 活字印刷文による出題および口述試験に対応
できる方

昭和63年4月2日～平成13年4月1日
に生まれた方

保健師 若干名 保健師の資格を有する方または平成31年3月
31日までに資格を取得できる見込みの方 昭和63年4月2日以降に生まれた方

※詳細は、受験案内または市ホームページをご確認ください。
平成30年の出初式の様子

　
私
た
ち
の
基
本
的
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や
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由
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想
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普
及
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が
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き
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れ
ま

し
た
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人
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擁
護
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の
任
期
は
3
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で
、
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1

日
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け
で
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務
大
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ら
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け
ま
し
た
。
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拉
致
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に

よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年

6
月
に
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
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鮮
当
局
に
よ

る
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問
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へ
の
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す
る
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が
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行
さ
れ
、
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年
12
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日
か
ら
16
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で
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発
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北
朝
鮮
が
拉
致
を
認
め
て
か
ら
16
年
を
超
え

る
歳
月
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
が
、
拉
致
問
題

は
未
解
決
な
ま
ま
で
す
。
一
日
も
早
い
拉
致
問

題
の
解
決
に
向
け
、
国
民
が
心
を
一
つ
に
し
て
、

「
必
ず
救
い
出
す
」
と
の
声
を
上
げ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
力
強
い
後
押
し
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
政
府
拉
致
問
題
対
策
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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吉
野
美
の
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が
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権
擁
護
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員
に
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嘱
さ
れ
ま
し
た

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
解

決
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の

声
が
大
き
な
力
に
な
り
ま
す


